大嘗祭の由加物 : 雑贄を進上する三国をめぐって by 京泉 勇平
大
嘗
祭
の
由
加
物
雑
贄
を
進
上
す
る
三
国
を
め
ぐ
っ
て
京
泉
勇
平
令
和
元
年
八
月
十
日
発
行
皇
學
館
論
叢
第
五
十
二
巻
第
四
号
抜
刷
皇
學
館
論
叢
第
五
十
二
巻
第
四
号
令
和
元
年
八
月
十
日
大
嘗
祭
の
由
加
物
雑
贄
を
進
上
す
る
三
国
を
め
ぐ
っ
て
京
泉
勇
平
□
要
旨
由
加
物
と
は
、
大
嘗
祭
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
諸
地
方
か
ら
進
上
さ
れ
る
物
品
の
総
称
で
あ
る
。
特
に
由
加
物
の
中
に
は
、
雑
贄
と
称
さ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
お
り
、
紀
伊
・
淡
路
・
阿
波
の
三
国
が
進
上
す
る
規
定
に
な
っ
て
い
た
。
三
国
は
令
制
以
前
か
ら
贄
を
貢
納
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
国
が
大
嘗
祭
に
進
上
す
る
由
加
物
は
、
王
権
に
統
治
さ
れ
た
在
地
首
長
層
の
服
属
儀
礼
の
反
映
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
律
令
を
基
礎
と
し
た
中
央
集
権
的
国
家
へ
と
発
展
し
て
い
く
な
か
で
、
こ
う
し
た
前
代
の
遺
制
が
は
た
し
て
ど
こ
ま
で
受
け
継
が
れ
た
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
由
加
物
を
進
上
す
る
三
国
を
対
象
に
雑
贄
の
調
達
方
法
と
そ
れ
に
奉
仕
す
る
集
団
に
着
目
す
る
。
結
果
と
し
て
、
由
加
物
の
供
給
制
度
の
成
立
ち
が
伴
造
―
部
制
の
支
配
制
度
を
基
に
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
由
加
物
が
贄
と
し
て
の
性
格
を
か
な
ら
ず
し
も
踏
襲
し
て
い
る
と
は
云
え
ず
、
大
嘗
祭
の
み
に
み
ら
れ
る
特
別
措
置
で
あ
っ
て
、
服
属
儀
礼
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
論
述
す
る
。
□
キ
ー
ワ
ー
ド
大
嘗
祭
由
加
物
贄
海
部
忌
部
服
属
儀
礼
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は
じ
め
に
天
皇
の
代
替
わ
り
ご
と
に
斎
行
さ
れ
る
践
祚
大
嘗
祭
（
以
下
、
大
嘗
祭
と
称
す
）
で
は
、
悠
紀
・
主
基
国
か
ら
奉
ら
れ
る
新
穀
を
天
皇
と
御
祭
神
が
食
さ
れ
る
こ
と
が
、
最
も
重
要
な
儀
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
悠
紀
・
主
基
に
選
ば
れ
る
国
郡
は
、
大
嘗
祭
の
度
ご
と
に
卜
定
さ
れ
る
も
の
で
、
選
ば
れ
た
国
と
の
関
係
が
大
嘗
祭
の
中
で
祭
祀
へ
の
奉
仕
と
い
う
形
以
外
に
は
っ
き
り
と
解
る
わ
け
で
は
な
い
。
い
っ
ぽ
う
で
、
由ゆ
加か
物もの
を
進
上
す
る
諸
国
は
、
大
嘗
祭
に
お
い
て
必
ず
奉
仕
す
る
国
々
で
あ
り
、
高
森
明
勅
氏
が
「
こ
れ
ら
の
諸
地
方
の
奉
仕
は
、
全
国
の
公
民
の
奉
仕
を
代
表
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
朝
廷
と
の
個
別
的
な
関
係
性
を
背
景
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
1
）」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
嘗
祭
を
斎
行
す
る
に
あ
た
っ
て
関
わ
り
の
深
い
諸
国
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
大
嘗
祭
は
新
嘗
祭
の
形
態
を
基
本
と
し
て
お
り
、
天
武
・
持
統
天
皇
朝
に
大
嘗
祭
に
発
展
し
た
と
さ
れ
る
が
（
2
）、
そ
う
し
た
大
嘗
祭
の
成
立
の
中
で
、『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
に
み
え
る
由
加
物
に
関
す
る
諸
規
定
は
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
由
加
物
は
、『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
に
お
い
て
「
神かむ
語がたり
曰
由
加
物
」
と
記
さ
れ
る
。「
神
語
」
は
『
古
事
記
』
上
巻
の
大
国
主
神
の
物
語
の
中
で
、
夫
大
国
主
神
が
高
志
国
の
沼
河
比
売
と
御
合
し
た
こ
と
に
嫉
妬
し
た
妻
須
勢
理
毘
売
と
の
一
連
の
歌
の
や
り
取
の
中
に
み
ら
れ
、
荻
原
浅
男
氏
は
「
神
事
を
語
り
伝
え
た
歌
の
意
（
3
）」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
崇
神
天
皇
七
年
二
月
条
・
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
三
月
条
・
欽
明
天
皇
十
六
年
二
月
条
・
皇
極
天
皇
二
月
是
月
条
・
同
天
皇
三
年
六
月
是
月
条
・
同
天
皇
三
年
七
月
条
に
み
ら
れ
る
が
、
ど
れ
も
神
の
言
葉
な
い
し
教
え
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
記
紀
の
用
例
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
神
世
の
時
代
と
さ
れ
る
よ
う
な
古
い
云
い
伝
え
、
或
い
は
神
聖
な
言
葉
を
指
し
て
お
り
、
天
武
・
持
統
天
皇
朝
の
大
嘗
祭
成
立
と
同
時
期
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
は
な
く
、
令
制
以
前
に
培
わ
れ
た
言
葉
を
基
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
由
加
物
に
つ
い
て
の
制
度
を
み
て
い
く
こ
と
は
国
家
的
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祭
祀
と
し
て
成
立
す
る
大
嘗
祭
の
構
造
解
明
の
一
助
に
な
る
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
で
、『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
（
4
）』
に
よ
れ
ば
由
加
物
は
、
大
別
し
て
以
下
の
よ
う
な
雑
器
と
雑
贄
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
17
雑
器
条
に
規
定
さ
れ
た
河
内
・
和
泉
・
尾
張
・
参
河
・
備
前
の
五
国
が
雑
器
と
称
し
て
進
上
す
る
土
器
類
で
あ
る
。
二
つ
目
は
18
由
加
物
条
に
規
定
さ
れ
た
紀
伊
・
淡
路
・
阿
波
の
三
国
が
雑
贄
と
称
し
て
進
上
す
る
土
器
と
海
産
物
で
あ
る
。
雑
器
は
八
月
上
旬
に
宮
内
省
の
史
生
三
人
を
遣
わ
し
、
ま
た
、
雑
贄
は
九
月
上
旬
に
卜
部
三
人
を
遣
わ
す
規
定
に
な
っ
て
お
り
、
使
者
の
派
遣
時
期
や
由
加
物
生
産
に
関
与
す
る
人
々
に
明
瞭
な
違
い
が
あ
る
た
め
、
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
雑
器
に
関
し
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
本
論
で
は
主
に
雑
贄
を
中
心
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。
一
、
雑
贄
に
対
す
る
先
行
研
究
雑
贄
を
進
上
す
る
先
行
研
究
は
必
ず
し
も
数
が
多
い
と
は
云
え
な
い
が
、
高
森
明
勅
氏
や
大
津
透
氏
が
こ
れ
に
ふ
れ
て
い
る
。
高
森
氏
は
、
大
嘗
祭
に
関
す
る
包
括
的
な
研
究
の
中
で
、「
大
嘗
祭
に
お
け
る
由
加
物
の
貢
納
は
、
朝
廷
と
特
別
の
由
緒
あ
る
諸
地
方
の
奉
仕
」
で
あ
っ
た
と
し
、「「
贄
の
制
」
の
伝
統
を
前
提
と
し
た
も
の
だ
っ
た
ら
う
」
と
さ
れ
た
（
5
）。
ま
た
、
大
津
氏
は
、
畿
内
政
権
の
性
格
に
つ
い
て
論
じ
た
論
考
の
中
で
、
畿
内
と
畿
外
の
調
の
差
異
に
注
目
し
、「
畿
外
の
贄
は
国
単
位
に
貢
進
さ
れ
て
い
て
、
服
属
儀
礼
的
性
格
が
強
い
」
と
し
、「
雑
贄
」
と
い
う
表
記
か
ら
、「
大
嘗
祭
の
服
属
儀
礼
の
中
で
、
贄
は
畿
外
の
国
々
よ
り
貢
上
」
さ
れ
た
と
し
て
、「
贄
と
は
畿
外
の
国
造
が
服
属
を
表
す
た
め
に
天
皇
へ
貢
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
た
（
6
）。
こ
の
よ
う
に
、
両
氏
は
、
雑
贄
を
進
上
す
る
よ
う
な
人
々
の
奉
仕
が
王
権
下
に
服
属
し
て
か
ら
変
わ
ら
ず
続
く
貢
納
義
務
の
反
映
と
考
え
、
雑
贄
の
貢
納
を
い
わ
ゆ
る
「
服
属
儀
礼
」
と
し
て
把
握
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
大
嘗
祭
と
服
属
儀
礼
を
結
び
つ
け
大
嘗
祭
の
由
加
物
（
京
泉
）
―21―
る
見
解
は
、
岡
田
精
司
氏
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
ニ
イ
ナ
メ
＝
ヲ
ス
ク
ニ
儀
礼
（
7
）」
論
が
核
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
ニ
イ
ナ
メ
＝
ヲ
ス
ク
ニ
儀
礼
」
と
は
、
ま
ず
在
地
の
食
物
を
神
に
奉
げ
、
あ
る
い
は
支
配
者
を
も
て
な
す
こ
と
、
つ
ま
り
そ
の
土
地
〈
ク
ニ
〉
の
も
の
を
食
す
〈
ヲ
ス
〉
こ
と
が
ヲ
ス
ク
ニ
儀
礼
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
儀
礼
を
行
う
こ
と
で
在
地
首
長
層
は
政
治
的
に
も
呪
術
的
に
も
、
あ
ら
た
な
支
配
者
に
土
地
の
支
配
権
を
譲
渡
し
保
証
す
る
意
味
が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
王
権
の
勢
力
拡
大
が
進
む
な
か
、
征
服
戦
争
な
ど
に
よ
り
王
権
下
に
従
属
す
る
た
め
に
在
地
首
長
層
が
食
物
供
献
を
す
る
こ
と
が
ヲ
ス
ク
ニ
儀
礼
で
あ
り
、
服
属
儀
礼
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
雄
略
天
皇
の
新
嘗
記
事
（『
古
事
記
』
中
巻
）
で
は
、
采
女
（
在
地
首
長
層
か
ら
貢
が
れ
た
子
女
）
に
御
酒
を
進
上
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
在
地
首
長
層
の
王
権
へ
の
反
覆
的
な
服
属
を
誓
約
す
る
場
と
し
て
毎
年
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
ニ
イ
ナ
メ
（
新
嘗
）
が
ふ
さ
わ
し
い
場
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
、
結
果
と
し
て
服
属
を
示
す
食
物
供
献
が
収
穫
祭
で
あ
る
新
嘗
祭
に
結
合
し
た
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
在
地
首
長
層
を
媒
介
と
し
た
国
造
制
が
解
体
さ
れ
た
七
世
紀
末
の
国
郡
司
制
下
で
は
、
直
接
的
な
「
ニ
イ
ナ
メ
＝
ヲ
ス
ク
ニ
儀
礼
」
は
普
段
の
政
治
秩
序
の
中
で
は
影
を
潜
め
、
諸
国
か
ら
進
上
さ
せ
た
も
の
で
行
う
一
代
一
度
の
大
嘗
祭
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
さ
れ
た
。
最
も
象
徴
的
な
と
こ
ろ
で
は
、
大
嘗
祭
の
十
一
月
卯
日
神
事
に
用
い
ら
れ
る
新
穀
を
供
す
る
悠
紀
・
主
基
国
を
卜
定
す
る
こ
と
が
「
国
造
か
ら
初
穂
の
貢
上
に
代
る
も
の
と
し
て
、
ユ
キ
・
ス
キ
の
国
に
斎
田
を
設
け
て
全
国
土
を
象
徴
せ
し
め
、
新
穀
を
献
ぜ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
8
）。
王
権
の
勢
力
拡
大
に
と
も
な
い
、
在
地
首
長
層
が
王
権
下
に
服
属
し
て
い
く
時
、
食
物
供
献
や
人
的
貢
上
を
以
て
服
属
を
示
し
た
こ
と
は
、
経
済
活
動
が
未
発
達
の
古
代
社
会
で
は
当
然
の
帰
結
で
あ
り
、
筆
者
も
こ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
律
令
を
基
礎
と
し
た
中
央
集
権
的
国
家
へ
と
形
成
さ
れ
る
な
か
で
、
こ
う
し
た
前
代
の
遺
制
が
は
た
し
て
ど
こ
ま
で
受
け
継
が
れ
た
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
大
嘗
祭
も
同
様
で
、
こ
れ
を
通
じ
て
在
地
首
長
層
の
服
属
を
再
確
認
す
る
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
大
い
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
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そ
こ
で
筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
悠
紀
・
主
基
国
に
関
す
る
岡
田
莊
司
氏
の
研
究
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
氏
は
、
悠
紀
・
主
基
国
に
畿
外
の
地
が
選
ば
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
律
令
制
確
立
以
前
の
新
嘗
祭
で
は
、
畿
内
の
御
田
（
屯
田
）
の
新
穀
を
使
用
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
国
家
的
祭
祀
に
昇
華
さ
れ
た
た
め
に
、
畿
外
へ
拡
大
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
9
）。
岡
田
莊
司
氏
の
指
摘
は
き
わ
め
て
穏
当
で
あ
っ
て
、
前
述
の
岡
田
精
司
氏
も
、
後
に
、
新
穀
を
食
す
る
新
嘗
・
大
嘗
祭
の
卯
日
神
事
に
お
い
て
は
「
服
属
儀
礼
の
要
素
は
含
ま
れ
」
な
い
と
、
自
説
を
修
正
し
て
お
ら
れ
る
（
10
）。
こ
う
し
た
岡
田
莊
司
氏
の
指
摘
は
、
新
嘗
祭
に
組
み
込
ま
れ
た
服
属
儀
礼
的
性
格
が
大
嘗
祭
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
す
る
岡
田
精
司
説
に
再
検
討
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
さ
て
、
そ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
大
嘗
祭
の
成
立
を
服
属
儀
礼
の
視
点
か
ら
把
握
し
よ
う
と
す
る
の
は
一
面
的
な
見
方
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
大
嘗
祭
の
本
質
に
迫
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
小
論
で
は
、
こ
う
し
た
反
省
に
立
ち
、
改
め
て
雑
贄
の
進
上
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
二
、
由
加
物
条
の
規
定
雑
贄
の
進
上
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
は
『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
に
見
え
て
い
る
（
11
）。
そ
こ
で
、
同
式
の
由
加
物
に
関
す
る
条
文
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
を
加
え
た
い
が
、
ま
ず
、
中
央
か
ら
の
使
者
の
派
遣
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
い
さ
さ
か
煩
瑣
に
な
る
が
、
由
加
物
条
の
全
文
を
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。
【
史
料
一
】『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
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皮
一
張
。
庸
布
一
段
。
木
綿
八
両
。
麻
一
斤
。
鰒
。
堅
大
嘗
祭
の
由
加
物
（
京
泉
）
―23―
魚
。
海
藻
。
滑
海
藻
各
二
斤
。
塩
二
升
。
米
。
酒
各
二
斗
。〔
已
上
当
郡
所
レ
輸
。〕
馬
一
疋
。
大
刀
一
口
。
弓
一
張
。
箭
廿
隻
。
鍬
一
口
。
鹿
皮
一
張
。
庸
布
一
段
。
木
綿
。
麻
各
一
斤
。
堅
魚
。
鰒
各
四
斤
。
海
藻
。
滑
海
藻
各
四
斤
。
酒
。
米
各
四
斗
。
塩
四
升
。
〔
已
上
阿
波
国
麻
殖
。
那
賀
両
郡
所
レ
輸
。〕
其
供
神
幣
物
并
作
具
。
及
潜
女
衣
料
。〔
人
別
布
一
丈
四
尺
。〕
並
以
二
大
蔵
物
一
充
。
但
糧
以
二
当
国
正
税
一
給
。
人
別
日
米
二
升
。〔
紀
伊
七
日
。
阿
波
十
日
。〕
其
物
造
了
。
卜
部
監
二
送
斎
場
一。
分
二
付
両
国
一。
但
阿
波
国
献
麁
布
木
綿
付
二
神
祇
官
一。
紀
伊
国
所
レ
献
薄
鰒
四
連
。
生
鰒
。
生
螺
各
六
篭
。
都
志
毛
。
古
毛
各
六
籠
。
螺
貝
焼
塩
十
顆
。
並
令
二
賀
多
潜
女
十
人
量
レ
程
採
備
一。
其
幣
五
色
薄
絁
各
一
尺
。
倭
文
一
尺
。
木
綿
。
麻
各
五
両
。
葉
薦
一
枚
。
潜
女
所
レ
須
鑿
十
具
。
刀
子
二
枚
。
淡
路
国
所
レ
造
。
瓫
廿
口
。〔
各
受
一
斗
五
升
。〕
比
良
加
一
百
口
。〔
各
受
二
一
斗
一。〕
坩
二
百
口
。〔
各
受
二
一
斗
一。〕
其
幣
五
色
薄
絁
各
三
尺
。
倭
文
三
尺
。
木
綿
。
麻
各
一
斤
。
葉
薦
一
枚
。
作
具
钁
。
斧
。
小
斧
各
二
具
。
鎌
二
張
。
造
訖
使
下
当
国
凡
直
氏
一
人
著
二
木
綿
鬘
一
執
二
賢
木
一
引
導
上。
阿
波
国
所
レ
献
麁
布
一
端
。
木
綿
六
斤
。
年
魚
十
五
缶
。
蒜
英
根
合
漬
十
五
缶
。
乾
羊
蹄
。
蹲
鴟
。
橘
子
各
十
五
籠
。〔
已
上
忌
部
所
レ
作
。〕
鰒
卌
五
編
。
鰒
鮨
十
五
坩
。
細
螺
。
棘
甲
蠃
。
石
花
等
并
廿
坩
。〔
已
上
那
賀
潜
女
十
人
所
レ
作
。〕
其
幣
五
色
薄
絁
各
六
尺
。
倭
文
六
尺
。
木
綿
。
麻
各
二
斤
。
葉
薦
一
枚
。
作
具
钁
。
斧
。
小
斧
各
四
具
。
鎌
四
張
。
鑿
十
二
具
。
刀
子
四
枚
。
鉇
二
枚
。
火
鑚
三
枚
。
並
令
二
忌
部
及
潜
女
等
量
レ
程
造
備
一。
こ
こ
に
は
、
雑
贄
を
出
す
三
国
（
紀
伊
・
淡
路
・
阿
波
国
）
全
体
に
関
わ
る
規
定
と
、
国
別
の
品
目
に
関
す
る
規
定
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
後
述
に
譲
る
と
し
て
、
先
に
全
体
に
関
す
る
規
定
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
雑
贄
の
準
備
に
あ
た
っ
て
は
、
九
月
上
旬
に
太
政
官
か
ら
官
符
が
三
国
に
出
さ
れ
る
。
こ
の
時
に
派
遣
さ
れ
る
使
者
は
卜
部
三
人
と
あ
る
。
卜
部
の
人
数
と
派
遣
先
の
諸
国
を
考
え
れ
ば
一
人
一
国
を
担
当
し
た
で
あ
ろ
う
。
卜
部
の
主
な
職
務
は
派
遣
先
の
大
祓
を
取
り
仕
切
―24―
る
こ
と
と
雑
贄
を
京
に
設
置
さ
れ
た
斎
場
に
運
ぶ
際
の
監
督
に
あ
た
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
祓
料
は
各
国
の
該
当
す
る
郡
が
準
備
し
、
神
に
献
じ
る
幣
帛
と
由
加
物
の
準
備
に
と
も
な
う
作
具
は
大
蔵
の
も
の
を
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
卜
部
が
中
央
か
ら
監
督
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
よ
う
な
規
定
は
、
悠
紀
・
主
基
国
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
【
史
料
二
】『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
9
抜
穂
条
凡
抜
穂
田
者
。
国
別
六
段
。〔
用
二
百
姓
所
レ
営
田
一。
其
代
以
二
正
税
一
給
之
。〕
八
月
上
旬
。
申
レ
官
差
二
宮
主
一
人
。
卜
部
三
人
一
発
遣
。
両
国
各
二
人
。
其
一
人
号
二
稲
実
卜
部
一。
一
人
号
二
称
宜
卜
部
一。
到
レ
国
各
於
二
斎
郡
一
大
祓
。〔
馬
一
疋
。
大
刀
一
口
。
弓
一
枝
。
鹿
皮
一
枚
。
庸
布
一
段
。
木
綿
一
斤
。
堅
魚
。
鰒
各
四
斤
。
海
藻
。
滑
海
藻
各
四
斤
。
米
。
酒
各
四
斗
。
塩
四
升
。
当
郡
備
。
又
郷
別
刀
子
一
柄
。
箭
一
隻
。
鍬
一
口
。
麻
一
斤
。
稲
一
束
。〕
訖
卜
二
定
田
及
斎
場
雑
色
人
等
一。〔
歌
人
歌
女
不
レ
卜
。〕
造
酒
児
一
人
。〔
神
語
曰
二
佐
可
都
古
一。
以
二
当
郡
大
少
領
女
未
レ
嫁
卜
食
者
一
充
之
。〕
御
酒
波
一
人
。
篩
粉
一
人
。
共
作
二
人
。
多
明
酒
波
一
人
。
篩
粉
一
人
。
共
作
二
人
。〔
已
上
並
女
。〕
稲
実
公
一
人
。
焼
灰
一
人
。
採
薪
四
人
。
歌
人
廿
人
。
歌
女
廿
人
。
訖
鎮
二
斎
場
一。
其
幣
五
色
薄
絁
各
五
尺
。
木
綿
。
麻
各
三
斤
。
倭
文
五
尺
。
鍬
二
口
。
斧
。
小
斧
。
鎌
各
二
柄
。
卜
部
二
人
。
明
衣
料
絁
二
疋
。
調
布
二
端
。
綿
八
屯
。
造
酒
兒
。
酒
波
等
調
布
三
端
一
丈
四
尺
。
綿
一
屯
半
。
縫
糸
一
両
一
分
二
銖
。
並
用
二
大
蔵
物
一。〔
但
鎮
祭
所
レ
須
酒
肴
等
当
国
供
之
。〕（
後
略
）
右
は
悠
紀
・
主
基
国
に
対
す
る
規
定
で
あ
る
。
悠
紀
・
主
基
国
に
二
人
ず
つ
卜
部
が
派
遣
さ
れ
る
。【
史
料
一
】
と
人
数
や
卜
部
の
名
称
に
違
い
は
あ
る
が
、
大
嘗
祭
に
お
い
て
最
も
重
要
な
新
穀
を
進
上
す
る
の
が
悠
紀
・
主
基
国
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
当
然
の
差
異
で
あ
る
。
悠
紀
・
主
基
国
で
も
大
祓
が
行
わ
れ
、
そ
の
料
物
は
両
国
の
な
か
で
更
に
卜
定
さ
れ
た
斎
郡
が
準
備
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
鎮
祭
に
必
要
な
も
の
を
除
い
て
大
蔵
の
も
の
を
充
て
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
悠
紀
・
主
基
国
か
ら
京
の
斎
場
に
新
穀
を
運
搬
す
る
際
に
は
、
品
物
に
賢
木
を
挿
し
木
綿
を
著つ
け
、
斎
郡
か
ら
卜
定
さ
れ
た
稲
実
公
が
木
綿
鬘
を
著
け
て
引
導
す
る
こ
と
に
大
嘗
祭
の
由
加
物
（
京
泉
）
―25―
な
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
も
卜
部
が
国
郡
司
と
と
も
に
監
督
し
て
運
送
せ
し
め
た
（
12
）。
稲
実
公
の
役
割
に
つ
い
て
『
訳
注
日
本
史
料
延
喜
式
』
上
は
「
斎
場
の
稲
実
殿
に
納
め
る
稲
穂
を
取
扱
い
、
こ
れ
を
守
護
し
、
上
京
に
当
た
っ
て
は
御
稲
の
前
に
行
列
し
て
並
び
、
先
導
し
て
京
ま
で
運
ぶ
。（
中
略
）
土
地
の
高
齢
者
で
あ
る
稲
実
公
の
最
も
重
要
な
職
務
は
、
京
へ
御
稲
を
運
送
す
る
こ
と
で
あ
」
っ
た
と
し
て
い
る
（
13
）。
と
こ
ろ
で
、
雑
贄
を
進
上
す
る
諸
国
に
お
い
て
も
引
導
者
が
お
り
、【
史
料
一
】
に
も
「
使
下
当
国
凡
直
氏
一
人
著
二
木
綿
鬘
一
執
二
賢
木
一
引
導
上
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
凡
直
氏
人
に
木
綿
鬘
を
著
け
、
賢
木
を
執
ら
せ
た
。
引
導
者
自
身
に
賢
木
を
著
け
る
点
は
、
稲
実
公
と
相
違
す
る
が
、
【
史
料
三
】『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
19
由
加
物
使
条
凡
紀
伊
。
淡
路
。
阿
波
三
国
造
由
加
物
使
。
向
レ
京
之
日
。
路
次
之
国
掃
二
道
路
一
祗
承
。
と
あ
っ
て
、
雑
贄
を
進
上
す
る
諸
国
が
上
京
す
る
日
に
は
、
通
過
す
る
国
の
道
路
を
掃
く
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
、
引
導
者
が
一
人
で
あ
る
こ
と
を
含
め
る
と
、
三
国
の
由
加
物
使
が
一
斉
に
列
を
な
し
て
通
過
し
た
と
思
わ
れ
る
。
と
な
れ
ば
、
凡
直
氏
人
の
大
嘗
祭
に
お
い
て
の
基
本
的
性
格
は
、
稲
実
公
と
同
様
、
由
加
物
を
守
護
・
運
送
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
中
央
か
ら
使
者
を
派
遣
し
、
大
蔵
か
ら
料
物
を
充
て
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
高
橋
明
裕
氏
は
「
財
源
が
、
中
央
（
官
物
）、
国
（
正
税
）、
郡
に
分
化
し
て
い
た
こ
と
、
及
び
、
由
加
物
の
貢
納
は
国
造
の
服
属
儀
礼
よ
り
は
伴
造
―
部
制
の
収
取
体
制
に
淵
源
を
有
す
る
と
評
価
で
き
る
（
14
）」
と
述
べ
、
大
嘗
祭
に
関
わ
る
諸
経
費
や
諸
国
忌
部
の
考
察
を
通
し
て
、
必
要
経
費
が
国
の
財
源
と
郡
の
財
源
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
大
嘗
祭
に
お
い
て
中
央
や
国
郡
か
ら
の
必
要
経
費
の
支
出
は
、
悠
紀
・
主
基
に
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
畿
外
諸
国
か
ら
品
物
を
需
め
る
際
の
基
本
的
な
規
定
で
あ
っ
た
。
以
上
、
大
ま
か
に
由
加
物
条
の
規
定
を
み
た
。
そ
の
結
果
、【
史
料
一
】
由
加
物
条
の
基
本
的
枠
組
み
は
、
①
卜
部
を
使
者
と
し
て
中
―26―
央
か
ら
派
遣
す
る
こ
と
、
②
祭
祀
に
関
与
す
る
郡
か
ら
祓
料
を
出
す
こ
と
、
③
幣
帛
や
作
具
な
ど
の
料
物
を
中
央
の
大
蔵
か
ら
支
出
す
る
こ
と
、
④
上
京
す
る
際
の
引
導
者
に
在
地
の
人
を
任
じ
る
こ
と
、
と
い
う
四
つ
の
点
に
お
い
て
、
悠
紀
・
主
基
国
の
【
史
料
二
】
抜
穂
条
と
似
た
分
部
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
神
祇
官
被
管
の
卜
部
を
派
遣
す
る
こ
と
や
、
在
地
の
人
を
動
員
す
る
こ
と
は
、
大
嘗
祭
が
令
制
下
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
踏
ま
え
れ
ば
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
っ
て
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
由
加
物
の
進
上
が
令
制
以
前
の
制
度
を
踏
襲
し
て
い
る
と
は
云
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
地
方
の
人
た
ち
の
奉
仕
と
い
う
点
で
は
、
大
嘗
祭
に
奉
仕
す
る
海
部
や
忌
部
の
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
後
で
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
て
、
次
に
雑
贄
を
進
上
す
る
国
に
つ
い
て
個
別
に
み
て
い
き
た
い
。
三
、
紀
伊
・
淡
路
・
阿
波
三
国
の
由
加
物
①
紀
伊
国
紀
伊
国
は
南
海
道
に
至
る
最
初
の
国
で
あ
り
、
古
代
畿
内
の
和
泉
・
河
内
・
大
和
の
三
国
と
接
し
、
海
路
の
う
え
で
も
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
。
改
め
て
紀
伊
国
の
由
加
物
を
み
る
と
、
【
史
料
四
】『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
18
由
加
物
条
紀
伊
国
所
レ
献
薄
鰒
四
連
。
生
鰒
。
生
螺
各
六
篭
。
都
志
毛
。
古
毛
各
六
籠
。
螺
貝
焼
塩
十
顆
。
並
令
二
賀
多
潜
女
十
人
量
レ
程
採
備
一。
其
幣
五
色
薄
絁
各
一
尺
。
倭
文
一
尺
。
木
綿
。
麻
各
五
両
。
葉
薦
一
枚
。
潜
女
所
レ
須
鑿
十
具
。
刀
子
二
枚
。
と
あ
り
、
由
加
物
は
全
部
で
六
種
類
あ
る
。
こ
れ
ら
を
用
意
す
る
の
は
賀
多
の
潜
女
十
人
と
あ
る
。
賀
多
は
『
倭
名
抄
』
に
よ
れ
ば
海
部
大
嘗
祭
の
由
加
物
（
京
泉
）
―27―
郡
「
賀
太
郷
」（
現
在
の
和
歌
山
市
加
太
附
近
）
の
こ
と
で
、
賀
太
郷
の
海
女
が
由
加
物
の
調
達
に
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。「
五
色
薄
絁
」
以
下
は
、
土
地
の
神
に
奉
げ
る
幣
帛
と
潜
女
の
作
具
を
規
定
し
て
お
り
、
中
央
の
大
蔵
か
ら
供
出
さ
れ
る
。
後
に
見
て
い
く
淡
路
・
阿
波
も
同
様
に
記
さ
れ
る
。
『
儀
式
』
に
お
い
て
も
同
種
の
品
目
調
達
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
儀
式
』
巻
第
四
で
は
、「
潜
女
五
人
七
箇
日
食
。
以
二
正
税
一
充
レ
之
」
と
あ
り
【
史
料
一
】
と
同
じ
で
、
調
達
の
か
か
る
期
日
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
儀
式
』
巻
第
四
で
は
、「
潜
女
五
人
」
と
記
す
が
、『
儀
式
』
巻
第
三
で
は
十
人
と
す
る
の
で
、
悠
紀
・
主
基
ご
と
に
わ
け
て
準
備
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
紀
伊
国
の
調
庸
の
品
目
に
目
を
向
け
て
み
る
。
【
史
料
五
】『
延
喜
主
計
式
』
59
紀
伊
国
条
紀
伊
国
〔
行
程
上
四
日
。
下
二
日
。〕
海
路
六
日
調
。
両
面
五
疋
。
鼠
跡
羅
二
疋
。
一
窠
綾
四
疋
。
二
窠
綾
五
疋
。
薔
薇
綾
三
疋
。
白
綾
廿
疋
。
纁
帛
卅
疋
。
緑
帛
十
疋
。
緋
絲
卌
五
絇
。
縹
絲
。
緑
絲
各
廿
絇
。
橡
糸
十
絇
。
皀
絲
五
絇
。
自
余
輸
レ
絹
。
絲
。
綿
。
塩
。
鮨
鰒
。
堅
魚
。
久
恵
腊
。
滑
海
藻
。
但
浮
浪
人
調
庸
輸
レ
銭
。
庸
。
白
木
韓
櫃
五
合
。
自
余
輸
二
綿
。
米
一。
中
男
作
物
。
黄
蘗
三
百
斤
。
亀
甲
十
七
枚
。
絹
。
綿
。
紅
花
。
胡
麻
油
。
鹿
脯
。
鹿
鮨
。
猪
鮨
。
堅
魚
。
押
年
魚
。
煮
塩
年
魚
。
鯛
楚
割
。
大
鰯
。
海
藻
。
滑
海
藻
。
右
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
調
の
主
品
目
は
綾
な
ど
の
布
帛
類
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
で
塩
や
海
産
物
の
貢
納
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
奈
良
時
代
、
後
に
調
の
副
物
に
代
わ
る
と
さ
れ
る
中
男
作
物
に
も
海
産
物
が
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
こ
れ
だ
け
で
は
、
紀
伊
国
の
特
徴
と
し
て
は
見
出
し
が
た
い
。
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い
っ
ぽ
う
、
次
に
み
る
木
簡
に
は
、
【
史
料
六
】
平
城
京
跡
出
土
木
簡
（
15
）
・
紀
伊
国
海
部
郡
浜
中
郷
大
原
里
御
贄
安
遅
魚
一
斗
縦
228
×
横
22
×
厚
さ
3
（
㎜
）
０
３
１
型
式
と
あ
り
、
海
部
郡
（
郡
域
は
、
現
在
の
和
歌
山
市
北
西
部
・
西
部
・
海
南
市
下
津
町
・
有
田
市
初
島
町
・
日
高
郡
由
良
町
）
に
あ
る
浜
中
郷
（
現
在
の
海
南
市
下
津
町
附
近
）
か
ら
贄
が
献
上
さ
れ
て
い
た
。『
延
喜
式
』
で
は
紀
伊
国
に
こ
の
品
目
を
確
認
で
き
な
い
が
、『
延
喜
宮
内
式
』
44
御
贄
国
条
に
紀
伊
国
が
年
中
旬
料
・
正
月
三
節
料
な
ど
を
進
上
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
海
部
郡
が
担
っ
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
。『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇
十
七
年
（
五
五
六
）
十
月
条
に
、「
紀
国
置
二
海
部
屯
倉
一
」
と
み
え
、
六
世
紀
中
葉
に
は
王
権
の
直
轄
領
的
地
域
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
賀
多
・
浜
中
郷
を
含
む
海
部
郡
と
隣
接
す
る
名
草
郡
（
和
歌
山
市
西
部
の
一
部
を
除
く
和
歌
山
平
野
の
大
部
分
と
海
南
市
東
北
部
を
除
く
地
域
）
に
は
、『
倭
名
抄
』
で
忌
部
郷
（
現
在
の
和
歌
山
市
井
辺
附
近
）
が
確
認
さ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
で
は
、
【
史
料
七
】『
日
本
書
紀
』
第
九
段
第
二
ノ
一
書
即
以
二
紀
国
忌
部
遠
祖
手
置
帆
負
神
一。
定
為
二
作
笠
者
一。
彦
狭
知
神
為
二
作
盾
者
一。
天
目
一
箇
神
。
為
二
作
金
者
一。
天
日
鷲
神
。
為
二
作
木
綿
者
一。
櫛
明
玉
神
。
為
二
作
玉
者
一。
乃
使
下
太
玉
命
。
以
弱
肩
被
二
太
手
繦
一。
而
代
二
御
手
一
以
祭
中
此
神
上
者
。
始
起
二
於
此
一
矣
。
と
し
て
、
経
津
主
神
が
葦
原
中
国
を
平
定
し
た
後
、
忌
部
の
祖
神
ら
の
職
掌
を
定
め
る
話
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
紀
伊
忌
部
の
祖
が
「
手
置
帆
負
神
」
と
と
れ
る
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、『
古
語
拾
遺
』
に
は
「
手
置
帆
負
命
〔
讃
岐
国
忌
部
祖
也
〕。
彦
狭
知
命
〔
紀
伊
国
忌
部
祖
也
〕」
と
す
る
。『
古
語
拾
遺
』
の
中
で
も
手
置
帆
負
神
と
彦
狭
知
神
の
子
孫
が
紀
伊
国
名
草
郡
の
御
木
と
麁
香
に
い
て
、
の
ち
に
手
置
帆
負
神
の
子
孫
の
一
部
が
讃
岐
国
の
忌
部
に
な
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
『
倭
名
抄
』
で
は
名
草
郡
に
「
荒
賀
郷
」
は
み
え
る
が
（
現
在
の
和
歌
山
市
黒
田
附
近
か
）、
御
木
（
現
在
の
和
歌
山
市
上
三
毛
・
下
三
毛
か
（
16
））
大
嘗
祭
の
由
加
物
（
京
泉
）
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は
確
認
で
き
な
い
。
今
は
、
厳
密
な
紀
伊
忌
部
の
居
住
地
の
比
定
を
措
く
と
し
て
、『
古
語
拾
遺
』
の
伝
承
と
『
倭
名
抄
』
に
従
い
名
草
郡
を
中
心
に
居
住
し
て
い
た
と
理
解
し
た
い
。
紀
伊
国
に
い
た
忌
部
は
『
延
喜
兵
庫
式
』
22
大
嘗
会
神
楯
条
に
「
戟
八
竿
〔
各
長
一
丈
八
尺
。
紀
伊
国
忌
部
氏
造
。〕」
と
あ
り
、
大
嘗
祭
の
と
き
大
嘗
宮
の
南
北
の
門
に
建
て
る
戟
を
進
上
す
る
規
定
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
隣
接
し
て
い
る
海
部
郡
と
名
草
郡
に
は
、
と
も
に
大
嘗
祭
に
お
い
て
奉
仕
す
る
海
部
と
忌
部
が
存
在
し
て
い
た
。
栄
原
永
遠
男
氏
は
、
海
部
や
忌
部
の
設
置
に
つ
い
て
、「
部
民
制
の
施
行
の
痕
跡
が
希
薄
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
紀
氏
集
団
」
の
強
固
な
勢
力
が
、
倭
王
権
に
よ
る
部
民
設
置
の
全
面
的
展
開
を
阻
」
み
、
そ
の
た
め
、
六
世
紀
の
屯
倉
設
置
を
行
う
こ
と
で
海
部
や
忌
部
の
さ
ら
な
る
管
理
・
掌
握
を
お
こ
な
っ
た
と
理
解
さ
れ
た
（
17
）。
紀
伊
に
在
地
勢
力
を
保
持
す
る
「
紀
氏
集
団
」
と
王
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
詳
し
く
言
及
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
薗
田
香
融
氏
が
「
お
そ
ら
く
五
・
六
世
紀
の
あ
る
時
期
に
大
和
朝
廷
の
権
威
を
バ
ッ
ク
と
す
る
大
伴
氏
の
勢
力
拡
張
と
部
民
の
設
備
が
名
草
郡
を
対
象
と
し
て
強
力
に
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
大
和
朝
廷
に
よ
る
朝
鮮
経
営
の
進
展
お
よ
び
紀
伊
名
草
郡
の
兵
站
行
進
の
動
き
と
表
裏
を
な
す
（
18
）」
と
の
べ
て
い
る
点
を
重
視
す
る
べ
き
で
あ
る
。
薗
田
氏
も
部
民
政
策
を
成
功
し
た
と
は
考
え
て
い
な
い
点
で
栄
原
氏
と
同
様
だ
が
、
紀
伊
国
の
沿
岸
部
つ
ま
り
海
部
郡
へ
の
王
権
の
直
接
的
統
治
の
確
立
は
、
六
世
紀
に
は
一
応
の
成
功
を
み
た
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
両
氏
の
云
わ
れ
る
よ
う
に
、
海
部
や
忌
部
の
設
置
が
ヤ
マ
ト
王
権
の
地
方
首
長
層
か
ら
の
分
離
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
大
嘗
祭
に
み
ら
れ
る
紀
伊
国
の
潜
女
（
海
部
）
の
貢
納
す
る
由
加
物
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
統
治
下
に
置
か
れ
た
部
民
の
奉
仕
の
影
響
を
と
ど
め
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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②
淡
路
国
続
い
て
は
、
淡
路
国
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
淡
路
国
は
『
萬
葉
集
』
に
「
御み
食け
都つ
国くに
」（
九
三
三
番
歌
）
や
「
御み
食け
向むかふ
淡あは
路ぢ
乃の
嶋しま
二に
」（
九
四
六
番
歌
）
と
み
え
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
「
御
食
国
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
淡
路
国
の
由
加
物
を
み
る
と
、
【
史
料
八
】『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
18
由
加
物
条
淡
路
国
所
レ
造
。
瓫
廿
口
。〔
各
受
一
斗
五
升
。〕
比
良
加
一
百
口
。〔
各
受
二
一
斗
一。〕
坩
二
百
口
。〔
各
受
二
一
斗
一。〕
其
幣
五
色
薄
絁
各
三
尺
。
倭
文
三
尺
。
木
綿
。
麻
各
一
斤
。
葉
薦
一
枚
。
作
具
钁
。
斧
。
小
斧
各
二
具
。
鎌
二
張
。
造
訖
使
下
当
国
凡
直
氏
一
人
著
二
木
綿
鬘
一
執
二
賢
木
一
引
導
上。
と
み
え
、
三
種
類
の
由
加
物
進
上
を
確
認
で
き
る
が
、
す
べ
て
土
器
製
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
品
物
は
『
儀
式
』
巻
第
四
に
よ
れ
ば
「
淡
路
国
御
原
郡
」
と
み
え
、
三
原
郡
（
現
在
の
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
）
が
由
加
物
進
上
に
あ
た
っ
て
い
た
。
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
仲
哀
天
皇
二
年
二
月
条
に
「
即
月
。
定
二
淡
路
屯
倉
一
」
と
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
屯
倉
設
置
記
事
の
中
で
は
一
番
早
い
例
で
あ
る
。
こ
の
屯
倉
設
置
が
そ
の
ま
ま
事
実
と
し
て
断
定
は
で
き
な
い
。
た
だ
『
日
本
書
紀
』
応
神
天
皇
二
年
三
月
壬
子
条
に
応
神
天
皇
と
弟
姫
の
間
に
「
淡
路
御
原
皇
女
」
が
い
た
こ
と
や
、
同
二
十
二
年
三
月
丁
酉
条
に
「
仍
喚
二
淡
路
御
原
之
海
人
八
十
人
一。
為
二
水
手
一。
送
二
于
吉
備
一
」
と
み
ら
れ
、
淡
路
国
と
王
権
の
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
延
喜
宮
内
式
』
44
御
贄
国
条
で
年
中
旬
料
・
正
月
三
節
料
の
進
上
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
贄
の
貢
進
国
で
も
あ
っ
た
。
淡
路
国
の
調
庸
の
品
目
に
目
を
向
け
る
と
、
大
嘗
祭
の
由
加
物
（
京
泉
）
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【
史
料
九
】『
延
喜
主
計
式
』
60
淡
路
国
条
淡
路
国
〔
行
程
上
四
日
。
下
二
日
。〕
海
路
六
日
調
。
雑
宍
一
千
斤
。
雑
魚
一
千
三
百
斤
。
自
余
輸
レ
塩
。
庸
。
輸
レ
米
。
中
男
作
物
。
雑
鮨
。
と
あ
り
、
様
々
な
宍
と
魚
が
調
と
し
て
納
め
ら
れ
、
残
り
は
塩
で
納
め
ら
れ
て
い
た
。
「
雑
宍
」
に
つ
い
て
は
『
訳
注
日
本
史
料
延
喜
式
』
中
巻
の
補
注
で
は
、「
履
中
紀
・
允
恭
紀
に
淡
路
遊
猟
が
み
え
て
、
淡
路
か
ら
の
貢
納
は
古
い
（
19
）」
と
し
て
い
る
。
「
塩
」
に
お
い
て
は
、『
延
喜
内
膳
式
』
6
神
今
食
条
に
「
淡
路
塩
二
升
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
塩
の
貢
納
に
関
し
て
次
に
あ
げ
る
木
簡
が
参
考
に
な
る
。
【
史
料
十
】
平
城
京
跡
出
土
木
簡
（
20
）
・
淡
路
国
三
原
郡
阿
麻
郷
戸
主
海
部
□
麻
呂
戸
口
同
姓
嶋
万
呂
調
塩
三
斗
・
□
平
寶
字
五
年
十
月
四
日
縦
342
×
横
30
×
厚
さ
11
（
㎜
）
０
３
３
型
式
右
は
、
由
加
物
を
担
当
し
た
三
原
郡
で
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
十
月
四
日
に
阿
麻
郷
の
戸
主
の
「
海
部
□
麻
呂
」
と
「
同
姓
嶋
万
呂
」
が
調
の
塩
を
納
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
倭
名
抄
』
に
は
三
原
郡
に
「
阿
萬
郷
」（
現
在
の
南
あ
わ
じ
市
阿
万
附
近
）
と
あ
り
、
海
部
が
居
住
し
て
い
た
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
淡
路
国
の
調
の
貢
進
物
は
、
天
皇
自
身
の
御
膳
や
宮
廷
祭
祀
に
か
か
せ
な
い
品
目
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
に
み
た
【
史
料
八
】
で
は
、
土
器
以
外
の
由
加
物
は
な
い
。
淡
路
国
で
は
須
恵
器
生
産
が
汁
谷
窯
跡
で
行
わ
れ
て
い
た
。
―32―
汁
谷
窯
は
七
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
後
半
ま
で
稼
動
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
21
）。
た
だ
、
八
世
紀
以
降
の
須
恵
器
生
産
は
淡
路
国
で
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
須
恵
器
で
あ
っ
た
の
か
は
断
言
で
き
な
い
。『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
17
雑
器
条
に
見
ら
れ
る
土
器
が
基
本
的
に
須
恵
器
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
淡
路
国
の
由
加
物
も
須
恵
器
の
可
能
性
が
大
き
い
。
贄
の
貢
進
国
で
あ
る
淡
路
国
の
由
加
物
が
食
品
で
は
な
く
、
土
器
製
品
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
贄
の
貢
納
制
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
と
は
云
い
が
た
い
。
淡
路
国
の
由
加
物
の
品
目
の
成
立
は
、
現
段
階
で
は
、
窯
跡
が
確
認
で
き
、
大
嘗
祭
成
立
期
で
も
あ
る
七
世
紀
後
半
以
降
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
淡
路
国
の
由
加
物
を
造
り
終
わ
れ
ば
、
淡
路
国
の
凡
直
氏
一
人
が
木
綿
鬘
を
着
て
、
賢
木
を
と
っ
て
京
ま
で
引
導
す
る
こ
と
が
【
史
料
八
】
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
凡
直
氏
は
山
陽
・
南
海
道
地
域
に
広
が
る
王
権
の
影
響
を
強
く
受
け
た
国
造
層
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
凡
」
に
関
す
る
研
究
は
数
多
く
存
す
る
が
、
主
な
説
を
要
約
し
て
挙
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
八
木
充
氏
は
、
凡
直
国
造
制
は
、
人
制
を
も
と
に
六
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
と
し
、「
凡
」
が
あ
ま
ね
く
、
お
し
な
べ
て
の
語
義
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
国
造
を
含
ん
だ
広
範
囲
を
管
轄
す
る
国
造
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
一
次
的
国
造
、
つ
ま
り
在
地
有
力
首
長
層
と
そ
の
支
配
領
域
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
国
造
に
対
し
、
凡
直
国
造
は
、
国
造
の
国
を
単
一
の
賦
課
単
位
と
す
る
行
政
区
画
へ
の
変
質
と
民
衆
の
新
し
い
地
域
的
編
成
に
基
づ
く
地
方
組
織
の
再
編
と
し
、
よ
り
官
人
化
し
た
国
造
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
（
22
）。
吉
田
晶
氏
は
、「
凡
」
が
八
木
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
人
制
と
の
関
係
が
必
ず
し
も
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
成
立
し
が
た
い
と
し
、
海
部
と
も
関
係
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
吉
田
氏
に
よ
れ
ば
、
海
部
（
連
）
の
上
に
冠
せ
ら
れ
た
「
凡
」
は
、
海
部
を
統
括
す
る
よ
う
な
意
味
あ
い
を
も
っ
て
冠
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
凡
」
は
、
直
姓
の
国
造
に
の
み
関
係
す
る
の
で
は
な
く
、
各
地
に
点
在
す
る
海
部
の
統
括
に
関
し
て
も
用
い
ら
れ
た
と
い
う
（
23
）。
以
上
が
「
凡
」
に
関
す
る
主
な
研
究
で
あ
る
。
凡
直
氏
の
解
釈
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
諸
説
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
凡
」
大
嘗
祭
の
由
加
物
（
京
泉
）
―33―
が
広
域
に
わ
た
る
統
括
を
意
味
す
る
こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。【
史
料
八
】
に
あ
る
よ
う
に
、
凡
直
氏
人
が
引
導
者
を
務
め
る
こ
と
は
、【
史
料
三
】
の
由
加
物
使
の
上
京
の
規
定
と
考
え
あ
わ
せ
て
、
お
そ
ら
く
三
国
を
率
い
る
代
表
者
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
凡
直
氏
人
は
大
嘗
祭
に
お
い
て
、
か
つ
て
の
地
方
官
的
広
域
統
括
者
と
し
て
の
役
割
を
反
映
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
以
上
を
要
す
る
に
、
淡
路
国
は
、
天
皇
と
関
係
を
古
く
か
ら
も
つ
三
原
郡
を
由
加
物
進
上
の
地
に
選
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
関
係
の
深
い
海
部
と
の
関
わ
り
を
大
嘗
祭
の
史
料
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
む
し
ろ
六
世
紀
以
降
の
国
造
制
度
と
さ
れ
る
凡
直
氏
の
存
在
と
七
世
紀
以
降
の
成
立
に
み
る
土
器
製
品
の
由
加
物
の
存
在
は
、
服
属
儀
礼
で
は
な
か
っ
た
と
み
な
す
論
拠
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
③
阿
波
国
最
後
に
阿
波
国
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
阿
波
国
の
由
加
物
は
、
【
史
料
十
一
】『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
18
由
加
物
条
阿
波
国
所
レ
献
麁
布
一
端
。
木
綿
六
斤
。
年
魚
十
五
缶
。
蒜
英
根
合
漬
十
五
缶
。
乾
羊
蹄
。
蹲
鴟
。
橘
子
各
十
五
籠
。〔
已
上
忌
部
所
レ
作
。〕
鰒
卌
五
編
。
鰒
鮨
十
五
坩
。
細
螺
。
棘
甲
蠃
。
石
花
等
并
廿
坩
。〔
已
上
那
賀
潜
女
十
人
所
レ
作
。〕
其
幣
五
色
薄
絁
各
六
尺
。
倭
文
六
尺
。
木
綿
。
麻
各
二
斤
。
葉
薦
一
枚
。
作
具
钁
。
斧
。
小
斧
各
四
具
。
鎌
四
張
。
鑿
十
二
具
。
刀
子
四
枚
。
鉇
二
枚
。
火
鑚
三
枚
。
並
令
二
忌
部
及
潜
女
等
量
レ
程
造
備
一。
と
あ
り
、
忌
部
が
七
種
、
那
賀
の
潜
女
十
人
が
五
種
の
計
十
二
種
を
進
上
し
た
。『
儀
式
』
巻
第
四
に
も
阿
波
国
の
「
那
賀
郡
」（
現
在
の
徳
島
県
吉
野
川
市
・
美
馬
市
木
屋
平
）
と
「
麻
殖
郡
」（
木
屋
平
を
除
く
美
馬
市
）
が
み
う
け
ら
れ
、『
延
喜
式
』
の
記
述
も
考
え
る
と
那
賀
郡
―34―
の
潜
女
と
麻
殖
郡
の
忌
部
で
あ
っ
た
。
ま
た
、『
倭
名
抄
』
に
お
い
て
も
那
賀
郡
に
「
海
部
郷
」（
高
山
寺
本
・
大
東
急
本
に
「
加
伊
布
」、
旧
海
部
郡
域
全
域
か
）、
麻
殖
郡
に
「
忌
部
郷
」（
現
在
の
吉
野
川
市
山
川
町
山
崎
・
同
市
川
島
町
学
・
児
島
・
三
ツ
島
附
近
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
阿
波
忌
部
の
居
住
地
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
の
他
の
史
料
で
は
、
【
史
料
十
二
】『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
七
月
乙
酉
条
阿
波
国
麻
殖
郡
人
外
従
七
位
下
忌
部
連
方
麻
呂
。
従
五
位
上
忌
部
連
須
美
等
十
一
人
賜
二
姓
宿
祢
一。
大
初
位
下
忌
部
越
麻
呂
等
十
四
人
賜
二
姓
連
一。
と
あ
っ
て
、
麻
殖
郡
の
忌
部
氏
が
宿
祢
姓
と
連
姓
を
そ
れ
ぞ
れ
賜
与
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
【
史
料
十
三
】
黄
絁
白
絁
袷
覆
阿
波
国
麻
殖
郡
川
嶋
少
楮
里
戸
主
忌
部
為
麿
戸
調
黄
絁
一
匹
天
平
四
年
十
月
と
い
う
天
平
四
年
（
七
三
八
）
の
年
紀
を
も
つ
銘
文
（
24
）に
も
み
る
こ
と
が
で
き
、
麻
殖
郷
に
忌
部
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
阿
波
忌
部
の
由
緒
譚
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
、
以
下
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。
【
史
料
十
四
】『
古
語
拾
遺
』
天
日
鷲
命
之
孫
。
造
二
木
綿
及
麻
并
織
布
一。〔
古
語
。
阿
良
多
倍
〕
仍
。
令
二
天
富
命
一。
率
二
日
鷲
命
之
孫
一。
求
二
肥
饒
地
一。
遣
二
阿
波
國
一。
殖
二
穀
・
麻
種
一。
共
裔
。
今
在
二
彼
国
一。
当
二
大
嘗
之
年
一。
貢
二
木
綿
・
麻
布
及
種
種
物
一。
所
以
。
郡
名
爲
二
麻
殖
一
之
縁
也
右
の
文
は
、
麻
殖
郡
に
居
住
し
た
阿
波
忌
部
の
由
来
を
し
る
す
が
、
同
時
に
彼
ら
が
大
嘗
祭
に
進
上
す
る
品
目
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
進
上
が
い
つ
ま
で
溯
る
か
に
つ
い
て
は
慎
重
な
判
断
が
必
要
だ
が
、『
古
語
拾
遺
』
が
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
に
斎
部
広
成
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
平
城
京
期
の
大
嘗
祭
に
お
い
て
も
阿
波
忌
部
の
由
加
物
が
平
安
期
と
同
様
に
規
定
さ
大
嘗
祭
の
由
加
物
（
京
泉
）
―35―
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、【
史
料
十
一
】
に
み
ら
れ
る
「
麁
布
」
に
つ
い
て
、
高
森
氏
が
「
こ
れ
は
由
加
物
で
は
な
い
（
25
）」
と
指
摘
す
る
点
で
あ
る
。
確
か
に
大
嘗
祭
に
お
い
て
対
を
な
す
神
服
は
、
参
河
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
糸
に
よ
っ
て
京
で
織
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、『
儀
式
』『
延
喜
式
』
で
は
、
雑
器
の
由
加
物
と
は
別
に
進
上
す
る
規
定
に
な
っ
て
い
る
し
、
麁
布
も
ま
た
神
祇
官
に
附
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
由
加
物
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
橋
氏
は
、【
史
料
十
一
】
に
「
並
令
二
忌
部
及
潜
女
等
量
レ
程
造
備
一
」
と
あ
る
点
か
ら
、
阿
波
国
の
み
は
幣
帛
と
作
具
が
官
物
で
は
な
く
、
在
地
で
用
意
さ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
（
26
）。
し
か
し
、
由
加
物
条
の
全
体
に
関
わ
る
規
定
で
は
、「
其
供
神
幣
物
并
作
具
。
及
潜
女
衣
料
。〔
人
別
布
一
丈
四
尺
。〕
並
以
二
大
蔵
物
一
充
」
と
し
て
、
官
物
か
ら
幣
帛
と
作
具
と
潜
女
料
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。『
儀
式
』
巻
第
二
（
27
）で
は
、【
史
料
十
一
】
と
同
様
の
規
定
で
あ
り
、『
儀
式
』
巻
第
四
「
太
政
官
符
諸
国
司
」
も
、「
幣
帛
并
潜
女
等
料
所
レ
充
（
28
）」
と
し
て
い
る
。
因
み
に
『
儀
式
』
巻
第
四
「
太
政
官
符
諸
国
司
」
の
紀
伊
国
に
は
「
幣
帛
并
潜
女
等
料
所
レ
給
レ
分
（
29
）」
と
あ
り
、
阿
波
国
と
字
句
に
違
い
が
み
ら
れ
る
が
意
味
と
し
て
は
、
紀
伊
国
に
も
、
当
然
官
物
を
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
潜
女
料
や
幣
帛
に
中
央
の
官
物
を
充
て
る
こ
と
は
、『
儀
式
』『
延
喜
式
』
と
も
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
同
氏
が
阿
波
国
の
み
幣
帛
と
作
具
を
在
地
で
用
意
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
由
加
物
条
で
は
、
官
物
か
ら
支
給
さ
れ
た
も
の
を
も
と
に
、
阿
波
忌
部
に
関
す
る
幣
帛
か
作
具
に
手
を
加
え
る
工
程
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
も
あ
る
。
と
い
う
の
も
両
式
文
に
お
い
て
、
幣
帛
と
潜
女
料
を
充
て
る
こ
と
は
共
通
す
る
が
、
忌
部
の
料
物
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、『
延
喜
式
』
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
本
来
、
阿
波
忌
部
の
進
上
す
る
品
目
が
全
て
由
加
物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
紀
伊
国
の
場
合
は
、
由
加
物
条
の
中
に
、
紀
伊
忌
部
が
含
ま
れ
ず
、
別
に
製
作
す
る
規
定
に
な
っ
て
い
る
し
、【
史
料
一
】
に
よ
れ
ば
「
阿
波
十
日
」
分
の
米
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
対
象
は
『
儀
式
』
巻
第
四
で
「
潜
―36―
女
十
人
。
五
箇
日
食
料
并
用
度
。
以
二
正
税
一
充
レ
之
（
30
）」
と
あ
り
、
那
賀
郡
の
潜
女
の
み
の
規
定
で
あ
っ
た
点
も
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
淡
路
国
で
は
土
器
の
進
上
が
あ
り
、
雑
贄
と
称
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
由
加
物
条
の
規
定
で
は
、
必
ず
し
も
贄
そ
の
も
の
の
貢
納
の
体
裁
を
採
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
南
海
道
に
属
す
る
三
国
の
運
搬
上
の
便
宜
を
図
っ
て
合
理
化
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
忌
部
と
潜
女
の
大
嘗
祭
へ
進
上
す
る
品
目
は
、
本
来
、
別
々
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
由
加
物
条
に
統
合
さ
れ
、
阿
波
国
の
潜
女
が
進
上
す
る
由
加
物
の
中
に
、
祭
祀
集
団
と
し
て
の
阿
波
忌
部
に
関
わ
る
品
目
が
規
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
那
賀
の
潜
女
な
い
し
海
部
と
王
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
允
恭
天
皇
十
四
年
九
月
甲
子
条
が
参
考
に
な
る
。
同
条
に
よ
れ
ば
、
允
恭
天
皇
は
、
淡
路
国
で
狩
り
を
し
た
が
、
一
頭
の
獲
物
も
獲
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
狩
り
を
止
め
て
そ
の
原
因
を
占
っ
た
と
こ
ろ
、
嶋
の
神
が
現
れ
て
、「
獣
が
獲
れ
な
い
の
は
、
我
が
心
に
よ
る
も
の
だ
。
赤
石
の
海
底
に
あ
る
真
珠
を
供
え
れ
ば
、
獣
を
獲
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
告
げ
た
。
そ
こ
で
、
処
々
の
白
水
郎
（
海
人
）
を
集
め
て
海
底
を
探
ら
せ
よ
う
と
し
た
が
、
海
が
深
い
の
で
だ
れ
も
獲
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
人
の
す
ぐ
れ
た
海
人
が
身
の
危
険
を
か
え
り
み
ず
、
海
深
く
潜
水
し
て
大
鰒
を
捕
獲
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
腹
中
か
ら
得
た
大
真
珠
を
神
に
奉
納
し
た
結
果
、
天
皇
の
狩
猟
は
成
功
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
は
、
こ
の
時
の
海
人
が
阿
波
国
長
邑
の
海
人
の
男
狭
磯
だ
っ
た
と
伝
え
る
が
、
長
邑
は
阿
波
国
那
賀
郡
の
こ
と
で
あ
る
。
同
郡
に
海
部
郷
が
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
、
允
恭
天
皇
紀
の
伝
承
か
ら
、
王
権
と
阿
波
の
海
部
（
海
人
）
が
古
く
か
ら
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
阿
波
国
に
も
凡
直
氏
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
【
史
料
十
五
】『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
三
月
乙
丑
条
阿
波
国
板
野
・
名
方
・
阿
波
等
三
郡
百
姓
言
日
。
己
等
姓
。
庚
午
年
籍
被
レ
記
二
凡
直
一。
唯
籍
背
著
二
費
字
一。
自
レ
此
之
後
。
評
督
凡
大
嘗
祭
の
由
加
物
（
京
泉
）
―37―
直
麿
等
披
二
陳
朝
庭
一。
改
為
二
粟
凡
直
姓
一
已
畢
。
天
平
宝
字
二
年
編
レ
籍
之
日
。
追
注
二
凡
費
一。
情
所
レ
不
レ
安
。
於
レ
是
。
改
為
二
粟
凡
直
一
右
は
、
阿
波
国
の
凡
直
氏
の
成
立
ち
を
示
す
興
味
深
い
記
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ひ
と
ま
ず
措
い
て
、
阿
波
国
に
も
多
く
の
凡
直
氏
が
多
く
居
住
し
て
い
た
と
い
う
。
凡
直
氏
と
海
部
が
直
接
的
に
結
び
つ
く
史
料
は
な
い
が
、
忌
部
と
海
部
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
と
も
に
無
視
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
凡
直
氏
と
並
ん
で
、「
凡
」
を
冠
し
た
氏
族
に
凡
海
連
氏
が
あ
る
が
、
こ
の
氏
族
は
、
そ
の
名
の
通
り
海
部
の
統
括
を
し
て
い
た
よ
う
で
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
、
【
史
料
十
六
】『
新
撰
姓
氏
録
』
右
京
神
別
下
・
摂
津
国
神
別
（
※
筆
者
附
す
）
凡
海
連
同
神
〔
※
海
神
綿
積
命
〕男
、
穂
高
見
命
之
後
也
。〔
四
七
九
〕
凡
海
連
安
曇
宿
祢
同
祖
。
綿
積
命
六
世
孫
、
小
栲
梨
命
之
後
也
。〔
六
一
〇
〕
と
あ
る
よ
う
に
（
31
）、
中
央
で
海
部
の
統
率
を
し
た
安
曇
氏
と
同
祖
関
係
に
あ
っ
た
。
安
曇
氏
は
大
嘗
祭
の
卯
日
神
事
に
お
い
て
奉
膳
に
預
か
っ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
凡
直
氏
と
無
関
係
だ
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
て
、
以
上
の
べ
て
き
た
よ
う
に
、
阿
波
国
で
も
紀
伊
国
と
同
様
に
忌
部
と
海
部
が
大
嘗
祭
へ
奉
仕
し
て
い
た
。
た
だ
、『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
阿
波
の
長
邑
の
海
人
の
話
に
よ
れ
ば
、
紀
伊
国
の
海
部
よ
り
も
阿
波
国
の
そ
れ
の
方
が
天
皇
と
関
係
が
深
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
凡
直
氏
が
居
住
し
て
い
る
点
で
は
、
淡
路
国
と
の
繋
が
り
を
想
像
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
集
団
が
、
王
権
下
の
も
と
で
組
織
化
さ
れ
た
の
は
、
六
世
紀
ご
ろ
で
あ
る
が
、
紀
伊
・
淡
路
・
阿
波
の
三
国
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
天
皇
と
関
係
を
有
す
る
国
々
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
由
加
物
条
で
は
、
そ
う
し
た
個
々
の
関
係
性
は
影
を
潜
め
、
律
令
国
家
が
一
度
に
由
加
物
を
調
達
で
き
る
画
一
的
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に
小
論
で
は
、『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
の
由
加
物
条
を
中
心
に
紀
伊
・
淡
路
・
阿
波
の
三
国
が
進
上
す
る
由
加
物
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
べ
て
き
た
こ
と
を
一
応
整
理
す
る
と
、
以
下
の
四
点
に
な
る
。
一
、
雑
贄
の
調
達
過
程
で
は
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
る
卜
部
が
監
督
に
あ
た
り
、
準
備
に
と
も
な
う
諸
費
用
は
中
央
と
国
郡
の
行
政
組
織
か
ら
支
出
さ
れ
る
。
二
、
由
加
物
の
準
備
・
製
作
段
階
で
は
、
六
世
紀
ご
ろ
王
権
に
組
織
さ
れ
た
海
部
や
忌
部
が
奉
仕
し
、
在
地
首
長
層
の
介
在
は
な
い
。
三
、
淡
路
国
で
は
、
凡
直
氏
人
が
雑
贄
の
引
導
者
の
役
目
を
負
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
在
地
首
長
層
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
王
権
下
で
地
方
官
的
性
格
を
よ
り
附
与
さ
れ
た
国
造
層
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
、
阿
波
国
の
由
加
物
に
つ
い
て
は
、
潜
女
料
が
紀
伊
・
阿
波
国
と
も
に
官
物
か
ら
支
給
さ
れ
る
が
、
紀
伊
忌
部
の
製
作
す
る
品
は
由
加
物
に
は
含
ま
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
海
部
の
用
意
す
る
品
目
が
本
来
の
由
加
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
阿
波
忌
部
の
進
上
す
る
品
の
全
て
が
紀
伊
忌
部
と
同
じ
く
由
加
物
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
儀
式
』『
延
喜
式
』
が
そ
れ
に
含
め
て
い
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
運
搬
の
便
宜
を
考
慮
し
て
の
措
置
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
忌
部
と
海
部
の
由
加
物
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。
紀
伊
・
阿
波
国
に
置
か
れ
た
忌
部
が
、
中
央
に
勢
力
を
持
っ
た
忌
部
氏
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
だ
が
、
平
林
章
仁
氏
に
よ
れ
ば
、
蘇
我
氏
の
指
揮
の
も
と
、
王
権
が
必
要
と
す
る
玉
製
作
に
従
事
し
て
い
た
集
団
が
、
継
体
天
皇
朝
に
忌
部
と
し
て
成
立
し
、
王
権
の
祭
祀
を
専
掌
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
云
う
（
32
）。
こ
う
し
た
見
解
に
従
え
ば
、
紀
伊
・
阿
波
の
忌
部
が
、
大
嘗
祭
に
奉
仕
す
大
嘗
祭
の
由
加
物
（
京
泉
）
―39―
る
こ
と
は
王
権
の
祭
祀
を
掌
る
職
務
上
、
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
と
云
え
よ
う
。
い
っ
ぽ
う
、
海
部
は
安
曇
氏
が
管
掌
し
た
が
、
同
氏
族
は
、
海
部
を
支
配
下
に
置
く
こ
と
で
伴
造
氏
族
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
膳
（
の
ち
の
高
橋
氏
）・
安
曇
氏
の
支
配
下
の
集
団
が
進
上
す
る
贄
は
、
大
王
・
朝
廷
へ
の
恒
常
的
な
食
糧
供
給
制
度
で
あ
り
、
初
物
貢
納
や
食
物
供
献
儀
礼
と
し
て
の
性
格
を
認
め
が
た
い
と
す
る
、
今
津
勝
紀
氏
の
指
摘
で
あ
る
（
33
）。
同
氏
の
指
摘
の
と
お
り
な
ら
ば
、
安
曇
氏
の
管
掌
し
て
い
た
海
部
が
進
上
す
る
雑
贄
は
、
伴
造
―
部
制
の
支
配
制
度
を
も
と
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
服
属
儀
礼
の
反
映
で
あ
っ
た
と
は
云
い
が
た
い
。
ま
た
、
御
食
国
で
あ
る
淡
路
国
の
由
加
物
が
、
普
段
の
調
や
贄
に
は
な
い
土
器
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
嘗
祭
の
時
に
の
み
み
ら
れ
る
、
い
わ
ば
特
別
措
置
で
あ
り
、
在
地
首
長
層
の
服
属
儀
礼
と
は
直
接
関
係
し
な
い
こ
と
も
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
岡
田
精
司
氏
の
「
ニ
イ
ナ
メ
＝
ヲ
ス
ク
ニ
儀
礼
」
論
以
来
、
大
嘗
祭
を
服
属
儀
礼
の
面
か
ら
解
釈
し
よ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
い
ま
な
お
有
力
視
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
と
由
加
物
に
関
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
性
格
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
大
嘗
祭
に
お
け
る
そ
の
他
の
祭
儀
も
服
属
儀
礼
と
結
び
つ
け
て
よ
い
の
か
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
小
論
で
は
、
由
加
物
を
取
り
上
げ
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
岡
田
説
を
再
吟
味
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
注
（
1
）
高
森
明
勅
『
天
皇
と
民
の
大
嘗
祭
』（
展
転
社
、
一
九
九
〇
）
一
七
九
頁
。
（
2
）
岡
田
莊
司
「
大
嘗
・
新
嘗
の
祖
型
―
倭
屯
田
を
訪
ね
て
」『
大
嘗
の
ま
つ
り
』（
学
生
社
、
一
九
九
〇
年
十
月
、〈
初
出
「
大
嘗
・
新
嘗
の
淵
源
―
倭
屯
田
を
訪
ね
て
」『
大
和
美
』
七
七
号
、
一
九
八
九
年
七
月
に
加
筆
〉
後
に
同
氏
『
大
嘗
祭
と
古
代
の
祭
祀
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
三
月
に
『
大
嘗
の
ま
つ
り
』
を
所
収
）。
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（
3
）
荻
原
浅
男
・
鴻
巣
隼
雄
『
古
事
記
上
代
歌
謡
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
一
、
小
学
館
、
一
九
七
三
年
十
一
月
）
一
〇
六
頁
。
（
4
）
以
降
本
文
で
、『
延
喜
式
』
の
条
文
番
号
及
び
条
文
名
は
虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料
延
喜
式
』
上
・
中
・
下
（
集
英
社
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
・
二
〇
〇
七
年
六
月
・
二
〇
一
七
年
十
二
月
）
に
従
う
。
（
5
）
前
掲
註
（
１
）、
一
八
五
頁
～
一
八
七
頁
。
（
6
）
大
津
透
「
律
令
国
家
と
畿
内
―
古
代
国
家
の
支
配
構
造
」（
横
田
健
一
編
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
十
三
冊
、
塙
書
房
、
一
九
八
五
年
八
月
。
後
に
、
〈
大
津
透
『
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
所
収
。
以
下
こ
の
書
に
よ
る
。〉）
一
一
頁
～
一
二
頁
。
（
7
）
岡
田
精
司
「
大
化
前
代
の
服
属
儀
礼
と
新
嘗
」『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』（
塙
書
房
、
一
九
七
〇
年
四
月
、〈
初
出
「
大
化
前
代
の
服
属
儀
礼
と
新
嘗
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）
―
食
国
（
ヲ
ス
ク
ニ
）
考
―
」『
日
本
史
研
究
』
六
〇
・
六
一
、
一
九
六
二
年
五
～
七
月
〉）。
（
8
）
前
掲
註
（
7
）、
五
二
頁
～
五
三
頁
。
（
9
）
前
掲
註
（
2
）、
五
四
頁
～
六
四
頁
。
（
10
）
岡
田
精
司
「
大
嘗
祭
の
神
事
と
饗
宴
」『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
十
月
）
一
二
八
頁
～
一
二
九
頁
。
（
11
）
す
で
に
『
儀
式
』
の
段
階
に
お
い
て
も
由
加
物
に
つ
い
て
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
、
条
文
ご
と
に
整
理
さ
れ
、
全
体
を
把
握
し
や
す
い
『
延
喜
式
』
を
主
に
し
よ
う
す
る
。
な
お
、『
儀
式
』
と
大
き
な
差
異
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
指
摘
す
る
。
（
12
）『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
11
抜
穂
儀
条
「
凡
抜
穂
者
。
卜
部
率
二
国
郡
司
以
下
及
雑
色
人
等
一。
臨
レ
田
抜
之
。
先
造
酒
兒
。
次
稲
実
公
。
次
御
酒
波
。
次
雑
色
人
。
次
庶
民
。
共
抜
訖
於
二
斎
院
一
乾
収
。
先
割
二
取
初
抜
四
束
一。〔
四
把
為
レ
束
。〕
擬
二
供
御
飯
一。
自
余
皆
擬
二
黒
白
二
酒
一。
摠
盛
以
レ
籠
。
籠
別
一
束
。
以
二
二
籠
為
二
一
荷
一。
荷
別
著
レ
足
。
蓋
以
二
編
茅
一。
挿
二
賢
木
一
著
二
木
綿
一。
訖
令
二
駈
使
丁
荷
一。
毎
二
十
荷
一
子
弟
一
人
領
之
。
卜
部
及
国
郡
司
率
二
雑
色
人
以
下
一。
前
後
検
校
運
送
。
其
行
列
者
。
御
飯
稲
在
レ
前
。
自
余
物
次
レ
之
。
稲
実
公
著
二
木
綿
鬘
一
引
道
。
九
月
下
旬
到
レ
京
。
所
二
卜
定
一
斎
場
院
之
外
。
預
作
二
仮
屋
一。
暫
収
二
御
稲
一
」。
大
嘗
祭
の
由
加
物
（
京
泉
）
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（
13
）
虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料
延
喜
式
』
上
（
集
英
社
、
上
二
〇
〇
〇
年
五
月
、
執
筆
担
当
岡
田
莊
司
「
稲
実
公
」）
八
九
四
頁
。
（
14
）
高
橋
明
裕
「
忌
部
の
由
加
物
貢
納
―
伴
造
‐
部
制
の
構
造
と
の
関
連
に
お
い
て
―
」（『
古
代
文
化
』
第
四
十
五
巻
、
古
代
學
協
會
、
一
九
九
三
年
十
月
）。
（
15
）
木
簡
学
会
編
『
木
簡
研
究
』
十
二
号
、
木
簡
学
会
、
一
九
九
〇
年
十
一
月
、
十
三
頁
一
―
（
38
）。
（
16
）
今
は
、「
御
木
郷
」
を
薗
田
香
融
氏
の
推
定
（「
岩
橋
千
塚
と
紀
国
造
」『
日
本
古
代
の
貴
族
と
地
方
豪
族
』（
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
一
月
、
初
出
〈
末
永
雅
雄
・
薗
田
香
融
・
森
浩
一
編
『
岩
橋
千
塚
』
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
七
年
三
月
〉
一
七
三
頁
）
に
随
う
。
た
だ
、
栄
原
永
遠
男
氏
は
、
薗
田
説
と
は
別
に
、
紀
ノ
川
旧
本
流
の
和
歌
山
に
沿
う
現
和
歌
山
三
木
町
附
近
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
（『
紀
伊
古
代
史
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
〈
初
出
「
古
代
に
お
け
る
紀
北
四
郡
の
郷
に
つ
い
て
」『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
二
十
一
、
一
九
九
一
年
八
月
〉
一
六
五
頁
）
し
て
お
ら
れ
る
。
（
17
）
栄
原
永
遠
男
、
前
掲
註
（
16
）、
六
八
頁
～
七
一
頁
。
ま
た
、
同
氏
の
想
定
さ
れ
る
「
紀
氏
集
団
」
と
は
、
五
世
紀
頃
か
ら
中
央
貴
族
化
す
る
紀
臣
氏
と
紀
伊
に
留
ま
っ
た
紀
直
氏
を
輩
出
す
る
前
身
集
団
の
総
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
（
18
）
薗
田
香
融
、
前
掲
註
（
16
）、
一
八
八
頁
。
（
19
）
虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料
延
喜
式
』
中
（
集
英
社
、
二
〇
〇
七
年
。
執
筆
担
当
荒
井
秀
規
）
一
四
三
七
項
。
（
20
）『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
十
八
号
、
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
奈
良
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
、
二
二
頁
上
段
。
（
21
）
小
野
正
敏
・
佐
藤
信
・
舘
野
和
己
・
田
辺
征
夫
編
『
歴
史
考
古
学
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
三
月
（「
淡
路
国
」
執
筆
者
福
原
栄
太
郎
）。
（
22
）
八
木
充
「
凡
直
国
造
と
ミ
ヤ
ケ
」『
日
本
古
代
政
治
組
織
の
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
八
六
年
十
一
月
〈
同
氏
編
『
古
代
の
地
方
史
』
二
、
朝
倉
書
房
、
一
九
七
七
年
九
月
所
収
〉）
二
四
八
頁
～
二
五
五
頁
。
（
23
）
吉
田
晶
「
凡
河
内
直
氏
と
国
造
制
」『
日
本
古
代
国
家
成
立
史
論
』（
東
京
大
学
出
版
、
一
九
七
三
年
十
一
月
）
二
七
五
頁
～
二
七
七
頁
。
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（
24
）
松
嶋
順
正
編
『
正
倉
院
寶
物
銘
文
集
成
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
七
月
）
三
三
〇
頁
。
（
25
）
高
森
明
勅
『
天
皇
と
民
の
大
嘗
祭
』（
展
転
社
、
一
九
九
〇
）
一
八
三
頁
。
（
26
）
前
掲
註
（
13
）。
（
27
）
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
『
訓
讀
註
釋
儀
式
踐
祚
大
嘗
祭
儀
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
六
月
）、
一
二
〇
頁
。
（
28
）
前
掲
註
（
27
）、
六
四
六
頁
。
（
29
）
前
掲
註
（
27
）、
六
四
〇
頁
。
（
30
）
前
掲
註
（
27
）、
六
四
四
頁
。
（
31
）『
新
撰
姓
氏
録
』
の
氏
族
に
附
し
た
番
号
は
、
一
一
八
二
氏
を
把
握
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
、
田
中
卓
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』（
田
中
卓
著
作
集
９
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
六
年
九
月
）
の
氏
族
番
号
に
拠
っ
た
。
（
32
）
平
林
章
仁
『
蘇
我
氏
と
馬
飼
集
団
の
謎
』（
祥
伝
社
、
二
〇
一
七
年
八
月
〈
初
出
「
忌
部
氏
と
蘇
我
氏
」『
古
代
文
化
』
三
十
八
号
―
三
、
古
代
學
協
会
、
一
九
八
六
年
三
月
に
す
で
に
同
様
の
論
旨
を
発
表
さ
れ
て
い
る
〉）
三
八
頁
～
四
一
頁
。
（
33
）
今
津
勝
紀
「
律
令
調
制
の
構
造
と
そ
の
歴
史
的
展
開
」『
日
本
古
代
の
税
制
と
社
会
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
二
年
七
月
〈
初
出
『
日
本
史
研
究
』
三
五
五
、
一
九
九
二
年
〉）
七
一
頁
～
七
五
頁
。
〈
引
用
史
料
〉
『
古
事
記
』
―
荻
原
浅
男
・
鴻
巣
隼
雄
『
古
事
記
上
代
歌
謡
』
日
本
古
典
文
学
全
集
一
、
小
学
館
、
一
九
七
三
年
十
一
月
。
『
日
本
書
紀
』
―
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
校
注
、
訳
者
『
日
本
書
紀
』
①
②
③
、
新
編
日
本
古
典
文
学
大
系
２
３
４
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
四
月
・
一
九
九
六
年
十
月
・
一
九
九
八
年
六
月
。
大
嘗
祭
の
由
加
物
（
京
泉
）
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『
続
日
本
紀
』
―
青
木
和
夫
・
稲
岡
耕
二
・
笹
山
晴
生
・
白
藤
禮
幸
校
注
『
続
日
本
紀
』
一
～
五
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
12
～
16
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
三
月
～
一
九
九
八
二
月
。
『
萬
葉
集
』
―
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
校
注
、
訳
者
『
萬
葉
集
』
①
～
④
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
6
～
9
、
一
九
九
四
年
九
月
～
一
九
九
六
年
八
月
。
『
古
語
拾
遺
』
―
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
編
著
『
古
代
氏
文
集
』
山
川
出
版
、
二
〇
一
二
年
四
月
。
『
新
撰
姓
氏
録
抄
』
―
田
中
卓
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
田
中
卓
著
作
集
９
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
六
年
九
月
。
『
儀
式
』
―
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
『
訓
讀
註
釋
儀
式
踐
祚
大
嘗
祭
儀
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
六
月
。
『
延
喜
式
』
―
虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料
延
喜
式
』
上
中
下
、
集
英
社
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
・
二
〇
〇
七
年
六
月
・
二
〇
一
七
年
十
二
月
。
『
倭
名
類
聚
抄
』
―
京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
『
諸
本
集
成
倭
名
類
聚
抄
』〔
本
文
編
〕、
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
七
月
。
（
き
ょ
う
い
ず
み
ゆ
う
へ
い
・
皇
學
館
大
学
文
学
研
究
科
国
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）
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